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九
州
補
給
処
長

兼
ね
て

目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸
将
補

佐
藤

洋

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
駐
屯
地
隊
員
、
御
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て

地
域
の
皆
様
か
ら
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
駐
屯
地
司
令
を
補
佐
し
各
隊
の
最
先
任
上
級

曹
長
と
連
携
し
て
駐
屯
地
の
規
律
の
維
持
、
部
隊
間
の

融
和
を
図
り
、
任
務
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
現
代
を
担
う
隊
員
と
し
て
の
責
務
を
完
遂

し
後
輩
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
平
和
と
独

立
を
守
る
自
衛
官
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た
め
本
年

も
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
と
繁
栄
の
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ホームページ

目
達
原
駐
屯
地
隊
員
の
訓
練

行
事
・災
害
派
遣
情
報
な
ど
、

満
載
！

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「フォロー」
「いいね」
「リツイート」
お願いします。
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昨
年
、
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、
国
内
に
お
け
る

海
兵
隊
と
の
実
動
演
習
、
令
和
６
年
度
陸
上
自
衛
隊
演

習
、
日
米
豪
比
共
同
指
揮
所
演
習
へ
の
参
加
等
を
通
じ

て
、
常
日
頃
か
ら
様
々
な
脅
威
に
備
え
、
そ
し
て
事
態

に
即
応
し
得
る
個
人
と
部
隊
の
能
力
向
上
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
能
登
半
島

地
震
に
伴
う
入
浴
支
援
に
従
事
し
、
そ
の
任
務
を
完
遂

し
て
、
民
生
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
、
本
来
業
務
で
あ
る
兵
站
支
援
業
務
を
常
日

頃
か
ら
徹
底
し
、
更
な
る
兵
站
の
実
効
性
向
上
に
全
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
と
御

支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や

か
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

１月現在
約10,５００
フォロー中！

「駐
屯
地
Ｘ
（旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

発
信
中
！
」

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
長

１
等
陸
佐

中
村

公
多
朗

駐
屯
部
隊
長

新
年
の
挨
拶

め

た

ば

る

新 年 を 迎 え て
～ 地 域 と の 連 携 ～

九
州
補
給
処
最
先
任
上
級
曹
長

兼
ね
て

目
達
原
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長

准
陸
尉

川
原

祐
太
郎

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

２
等
陸
佐

前
田

哲
矢

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

２
等
陸
佐

中
村

健
太

第
４
飛
行
隊
長

２
等
陸
佐

種
物
谷

英
憲

鳥
栖
燃
料
支
処
長

２
等
陸
佐

竹
井

一
寿

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
長

３
等
陸
佐

船
津

孝
成

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

長
野

康
宏

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
目
達
原
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

髙
田

浩
史

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
本
部
中
隊

映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班
長

２
等
陸
尉

鈴
木

槙
平

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

西
方
唯
一
の
燃
料
支
処
と
し
て
各
種
任
務
を
完
遂
す
べ

く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
愚
直
に
航
空
安
全
の
獲
得
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
各
種
訓
練
等
に
よ
る
作
戦
遂
行
能
力
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
支
援
・
御
鞭
撻

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
４
飛
行
隊
に
つ
い
て
は
本
年
も
変
わ
ら
ず
、
各
種
任

務
に
即
応
し
つ
つ
、
更
な
る
練
度
の
向
上
に
邁
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
支
援
・
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

X(旧ツイッター)

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

派
遣
隊
は
、
引
き
続
き
航
空
機
の
安
全
運
航
を
支
え

る
た
め
管
制
気
象
業
務
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ず
御
理
解
・
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
事
案
発
生
の
未
然
防
止
に
重
点
を
置
い
た
防

犯
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
・
御
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
即
動
態
勢
を
維
持
す
る
と
と
も
に

「
方
面
総
監
等
の
目
」
と
な
る
べ
く
任
務
を
遂
行
し
、

方
面
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
隊
員
一
同
、
通
信
科
隊
員
と
し
て
の
「
プ
ラ

イ
ド
」
と
「
誇
り
」
を
持
ち
、
「
ユ
ー
ザ
ー
第
一
主

義
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
切
れ
な
い
通
信
を
構
成
・
維
持
し

て
任
務
に
邁
進
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
少
数
精
鋭
で
は

あ
り
ま
す
が
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
、
航
空
安
全
を
確
保
し
つ

つ
、
明
る
く
前
向
き
に
日
々
の
任
務
に
即
応
し
て
参
り
ま

す
。引

き
続
き
、
御
支
援
・
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
に
所
属
す
る
隊
員
及
び
御
家
族
の
皆
様
、
ま
た

日
頃
よ
り
多
大
な
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
協
力
団
体
・

地
域
住
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
中
国
の
軍
事

力
増
強
及
び
そ
の
活
動
の
活
発
化
、
北
朝
鮮
の
動
向
に
加
え
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
秩
序

が
根
底
か
ら
揺
る
が
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
状

況
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
は
、
１
月
13
日
に
日
向
灘
沖
で
最
大
震
度
５
弱

の
地
震
が
発
生
し
た
ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
30
年
以
内
発

生
確
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
自
然
災
害
に
対
し
こ
れ
ま
で

以
上
に
常
に
万
全
の
態
勢
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
や
現
状
を
踏
ま
え
、
南
西

地
域
の
兵
站
の
中
枢
で
あ
り
、
北
部
九
州
に
お
け
る
航
空
部
隊
の

中
核
で
あ
る
目
達
原
駐
屯
地
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

駐
屯
地
の
各
隊
員
は
改
め
て
自
衛
隊
の
崇
高
な
使
命
を
自
覚
し
そ

の
責
務
を
完
遂
す
る
た
め
、
日
夜
防
衛
・
警
備
等
の
即
応
態
勢
を

堅
持
す
る
と
も
に
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
各
種
教
育
訓
練
等
を
継

続
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
巳
」
で
す
。
蛇
は
定
期
的
に
脱
皮
を
繰
り
返

す
こ
と
か
ら
、
新
し
い
自
分
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
進
む
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
に
お
い
て
も
、
過
去
の
や

り
方
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
変
化
に
順
応
し
新
た
な
目

標
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
前
進
し
て
い
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
年
で
あ

り
、
目
達
原
駐
屯
地
の
各
隊
員
は
、
駐
屯
地
の
役
割
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
そ
の
重
責
の
一
端
を
担
う
駐
屯
地
所
属
隊
員
と
し

て
の
誇
り
を
胸
に
、
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
、

地
域
に
愛
さ
れ
頼
り
に
な
る
駐
屯
地
を
目
指
し
て
引
き
続
き
訓

練
・
業
務
等
に
日
々
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

本
年
が
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



第９５号〔２〕 めたばる

九
州
補
給
処
は
、
令
和
６
年
10
月
９
日
（
水
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い

て
、
補
給
統
制
本
部
長

柿
野
陸
将
の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。

本
視
察
で
は
、
懇
談
、
状
況
報
告
及
び
施
設
実
視
等
を
実
施
し
、
九
州
補

給
処
の
現
状
、
南
西
兵
站
態
勢
及
び
九
州
補
給
処
の
主
要
な
取
組
み
状
況
等

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子ども広場（射的）体験広場（ドｰラン体験）

補

給

統

制

本

部

長

視

察

駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
11
月

24
日
（
日
）
、
創
立
70
周
年
記

念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
「
感
謝
、
そ
し
て
前
進
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
記
念
式
典
、

祝
賀
飛
行
、
装
備
品
展
示
、
子

ど
も
広
場
、
車
両
体
験
搭
乗
、

航
空
機
地
上
滑
走
、
体
験
広
場
、

模
擬
売
店
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ら
っ
ぱ
吹
奏
、
赤
熊
太
鼓

（
吉
野
ヶ
里
町
）
、
上
峰
太
鼓
、

神
埼
清
明
高
校
吹
奏
楽
部
と
小

郡
駐
屯
地
音
楽
隊
合
同
の
音
楽

演
奏
等
を
実
施
し
、
来
場
者
の

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

当
日
は
、
約
５
，
０
０
０
名

の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
盛
会
の

内
に
行
事
を
終
え
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
、
令
和
６
年

10
月
３
日
（
木
）
、
第
41

代
西
部
方
面
総
監

荒
井

正
芳
陸
将
に
よ
る
初
度
視

察
を
受
け
ま
し
た
。

初
度
視
察
で
は
、
儀
仗

隊
に
よ
る
儀
仗
の
後
、
記

念
撮
影
、
幹
部
挨
拶
、
状

況
報
告
、
施
設
巡
視
及
び

部
隊
長
等
と
の
懇
談
等
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
視

察
に
お
い
て
、
西
部
方
面

隊
の
兵
站
と
航
空
部
隊
の

中
枢
で
あ
る
目
達
原
駐
屯

地
各
駐
屯
部
隊
の
防
衛
警

備
・
災
害
派
遣
等
の
任
務

遂
行
能
力
及
び
地
域
と
の

連
携
の
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ステージイベント（音楽演奏）

懇談

記念式典（駐屯地司令式辞）

儀仗を受ける総監

施設実視

部隊長等との懇談

模擬売店 九

州

補

給

処

施設巡視

状況報告 記念撮影

祝賀飛行

航空機装備品展示

目
達
原
駐
屯
地
創
立
70

周
年
記
念
行
事

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

レ

ジ

リ

エ

ン

ス

演

習

・

日

米

共

同

統

合

演

習

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
６
年
10
月
17

日
（
木
）
か
ら
10
月
28
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
第
１
飛

行
隊
主
力
が
日
出
生
台
演
習
場
で
実
施
さ
れ
た
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
演
習
に
参
加
し
、
島
嶼
に
お
け
る
地
上
部
隊
と

連
携
し
た
対
着
上
陸
戦
闘
要
領
を
演
練
し
て
事
態
対
処

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
10
月
18
日
（
金
）
か
ら
11
月
３
日

（
日
）
ま
で
の
間
、
第
２
飛
行
隊
主
力
が
南
西
（
沖

縄
）
地
区
で
実
施
さ
れ
た
日
米
共
同
統
合
演
習
（
Ｋ
Ｓ

25
）
に
参
加
し
て
、
共
同
・
統
合
運
用
環
境
下
に
お
け

る
練
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

再出撃のための燃料補給（日出生台）

航空機推進（空自那覇基地）

西
部
方
面
総
監
初
度
視
察



第９５号 めたばる 〔３〕

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
令
和
６
年
10
月

17
日
（
木
）
か
ら
10
月
23
日
（
水
）
ま
で
の
間
、

陸
上
自
衛
隊
演
習
に
伴
う
中
隊
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
の
中
隊
本
部
及
び
通

信
隊
は
、
指
揮
所
の
開
設
、
外
壁
の
防
護
及
び
基

地
野
外
連
接
等
各
種
通
信
支
援
を
実
施
し
、
特
に

中
隊
本
部
は
、
事
務
所
を
仮
設
庁
舎
（
プ
レ
ハ

ブ
）
に
移
設
し
て
か
ら
の
初
め
て
の
訓
練
で
あ
り
、

狭
い
空
間
で
の
指
揮
所
開
設
に
苦
労
し
て
い
ま
し

た
が
な
ん
と
か
無
事
に
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
３
次
及
び
第
４
次
派
遣
隊
訓
練

離陸前の器材点検
敵の侵入を警戒・監視（第４次）

航

空

無

事

故

44

年

達

成

第
４
飛
行
隊
は
、
令
和
６
年
11
月
７
日

（
木
）
、
航
空
機
無
事
故
継
続
44
周
年
記
念

行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

昭
和
55
年
11
月
５
日
に
自
隊
で
発
生
し
た

最
後
の
航
空
事
故
事
例
に
つ
い
て
の
概
要
、

原
因
、
対
策
及
び
教
訓
事
項
の
教
育
を
実
施

し
て
、
事
故
の
風
化
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

無
事
故
飛
行
継
続
の
た
め
の
航
空
安
全
確
保

の
資
と
し
ま
し
た
。

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
令
和
６
年
10

月
７
日
（
月
）
か
ら
同
月
11
日
（
金
）
ま
で
の
間
に
第

３
次
派
遣
隊
訓
練
を
、
令
和
６
年
11
月
11
日
（
月
）
か

ら
同
月
14
日
（
木
）
ま
で
の
間
に
第
４
次
派
遣
隊
訓
練

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
飛
行
部
隊
と
協
同
で
任
務
を
遂
行
す
る
た

め
の
行
動
を
演
練
し
、
管
制
気
象
支
援
、
部
隊
相
互
の

調
整
要
領
等
を
深
化
さ
せ
、
野
外
行
動
能
力
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

第
１
派
遣
隊
は
引
き
続
き
一
丸
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る

任
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
事
態
対
処
能
力
の
向
上
に
邁

進
し
ま
す
。

最
後
に
、
不
発
弾
は
戦
後

80
年
が
経
っ
て
も
爆
発
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
よ
り
一
層
安
全
・
確

実
に
不
発
弾
処
理
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
国
民
の
生
命

及
び
財
産
を
守
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
任
務
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。

※

不
完
爆
と
は
、
何
ら
か
の

原
因
で
爆
弾
内
の
火
薬
が
全

て
爆
発
せ
ず
に
一
部
残
っ
て

い
る
状
態
の
こ
と
。

陸
上
自
衛
隊
演
習
に
伴
う
中
隊
訓
練交換機の補完準備

西

部

方

面

管

制

気

象

隊

第

１

派

遣

隊

第

３

２

１

基

地

通

信

中

隊

西

部

方

面

シ

ス

テ

ム

通

信

群

本

部

中

隊

映

像

写

真

小

隊

空

中

伝

送

班

第

４

飛

行

隊

航空気象装置の展開（第３次）

空
中
伝
送
班
は
、
令
和
６
年
11
月
10
日
（
日
）
に

福
岡
県
宗
像
市
沖
で
発
生
し
た
海
自
掃
海
艇
う
く
し

ま
の
火
災
に
伴
う
被
害
情
報
収
集
の
た
め
、
西
部
方

面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
２
飛
行
隊
と
協
同
で
任
務
に

あ
た
り
ま
し
た
。
映
像
配
信
の
命
令
下
達
後
直
ち
に

目
達
原
駐
屯
地
を
離
陸
し
、
福
岡
県
宗
像
市
大
島
沖

へ
推
進
し
て
被
害
状
況
を
撮
影
す
る
と
と
も
に
、
方

面
総
監
部
及
び
関
係
各
所
に
配
信
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
即
動
態
勢
を
保
持
し
映
像
配
信
の
ニ
ー

ズ
が
発
生
し
た
際
に
は
速
や
か
に
推
進
し
、
撮
影
及

び
配
信
を
し
て
西
部
方
面
隊
等
の
任
務
達
成
に
寄
与

し
て
参
り
ま
す
。

着隊報告

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

宮
崎
空
港
不
発
弾
爆
発
に
係
る
不
発
弾
処
理
（
技
術
援
助
）

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和

６
年
12
月
13
日
（
金
）
か
ら
12
月
17
日
（

火
）
ま
で
の
間
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い

て
、
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

優
先
課
目
と
し
て
、
精
神
教
育
・
武
器

訓
練
・
体
育
訓
練
を
実
施
し
て
、
予
備
自

衛
官
と
し
て
の
資
質
の
養
成
、
知
識
及
び

技
能
の
維
持
を
図
っ
た
ほ
か
、
副
課
目
と

し
て
、
救
急
法
・
特
殊
武
器
防
護
・
野
外

勤
務
・
通
信
訓
練
・
職
種
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
後
方
地
域
に
お
い
て
予
備
自
衛

官
に
よ
る
負
傷
者
対
応
を
想
定
し
た
患
者

後
送
訓
練
を
実
機
（
Ｕ
Ｈ―

１
Ｊ
）
を
用

い
て
実
施
し
、
訓
練
効
果
を
増
大
さ
せ
た

ほ
か
、
予
備
自
衛
官
の
出
頭
意
欲
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
予
備
自
衛
官
か
ら

は
、
「
現
在
の
実
情
に
適
応
し
た
教
育
を

企
画
し
て
い
た
だ
き
大
変
理
解
が
深
ま
り

ま
し
た
。
訓
練
で
得
た
知
識
や
経
験
を
活

か
し
、
社
会
貢
献
に
役
立
て
る
た
め
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
所
見
を
述

べ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
陸
上
自
衛
隊
演
習
（
06
陸
演
）
参
加

弾薬の荷役作業を行う
即自隊員

西

部

方

面

後

方

支

援

隊

第

１

０

３

弾

薬

大

隊

第

１

０

４

不

発

弾

処

理

隊

予

備

自

衛

官

招

集

訓

練

記念撮影

海
自
掃
海
艇
う
く
し
ま
火
災
に

伴
う
映
像
配
信

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
３
弾
薬
大
隊
は
、
令
和
６
年
10
月
7
日
（
月
）
か
ら
11

月
１
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
令
和
６
年
度
陸
上
自
衛
隊
演
習
に
参
加
し
て
「
島
嶼
展
開

師
・
旅
団
に
対
す
る
弾
薬
補
給
に
任
ず
る
部
隊
の
行
動
」
の
実
効
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
演
習
に
は
大
隊
所
属
の
即
応
予
備
自
衛
官
も
参
加
し
、
常
備
自
衛
官
と
の
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第２師団長より激励を
受ける即自隊員（左２名）

第２師団長

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
は
、
令
和
６
年
10
月
２
日
（
水
）
、

宮
崎
空
港
で
発
生
し
た
誘
導
路
爆
発
事
故
に
伴
い
、
宮
崎
県
警
察
本
部
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
長
以
下
３
名
が
出
動
し
て
現
場
で
識
別
等
の
技
術
援
助
を

実
施
し
ま
し
た
。
宮
崎
空
港
に
到
着
し
た
３
名
は
、
関
係
機
関
等
と
の
会
議
を
行
っ
た
後
、

爆
発
現
場
へ
進
入
し
、
火
薬
の
独
特
の
臭
い
と
飛
び
散
っ
た
残
薬
を
確
認
し
ま
し
た
。
細

部
識
別
し
た
結
果
、※

不
完
爆
の
米
国
製
２
５
０
㎏
普
通
爆
弾
と
識
別
す
る
と
と
も
に
、

弾
底
信
管
に
化
学
式
長
延
期
信
管
が
装
着
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
じ
後
、

現
地
に
残
っ
た
爆
弾
の
破
片
及
び
火
薬
を
回
収
し
、
空
港
の
復
旧
に
寄
与
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
６
年
10
月
19
日
（
土
）
深
夜
か
ら
20
日
（
日
）
早
朝
に
か
け
て
宮
崎
空

港
の
試
掘
作
業
に
伴
う
緊
急
調
査
の
要
請
を
受
け
、
処
理
班
長
以
下
３
名
を
派
遣
し
、
試

掘
作
業
に
お
け
る
注
意
事
項
等
の
技
術
援
助
を
実
施
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
不
発
弾
の
発

見
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宮
崎
空
港
に
お
け
る
磁
気
探
査
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
か
ら
実
施
中
で
あ
り
、

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
要
請
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
対
応
で
き

る
よ
う
常
に
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
待
機
態
勢
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

誘導路内爆発現場へ向かう処理隊員

試掘現場に立ち会う処理隊員

武器訓練

体育訓練患者後送訓練

機内の状況

中隊本部の指揮所
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二 十 歳 の 抱 負
西
部
方
面
後
方
支
援
隊

本
部
付
隊

宮
田

采
実

「
邁
進
」

成
人
と
し
て
の
自
覚
・
責

任
感
を
持
ち
、
謙
虚
な
姿
勢
で
日
々
精

進
し
て
い
き
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

柿
山

結
莉
乃

「
邁
進
」

技
術
と
技
能
を
磨
き
、

部
隊
の
一
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
２
飛
行
隊

光
永

怜
史

「
昇
華
」

成
人
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
持
ち
、
日
々
成
長
す
る
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

本
部
付
隊

鈴
木

宏
太

「
素
直
」

覚
悟
と
責
任
を
持
ち
、

思
い
や
り
を
忘
れ
ず
に
日
々
成
長

を
目
指
し
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

本
部
付
隊

上
原

星
斗

「
挑
戦
」

今
の
自
分
に
満
足
せ
ず
、

失
敗
を
恐
れ
ず
よ
り
良
い
自
分
に
な

る
た
め
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
２
飛
行
隊

竹
下

光
栄

「
不
屈
」

日
々
多
く
の
事
に
挑
戦

し
、
向
上
心
を
持
っ
て
何
事
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
４
飛
行
隊

留
盛

悌
丞

「
挑
戦
」

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も

充
実
さ
せ
て
飛
躍
の
１
年
に
し
ま
す
。

第
４
飛
行
隊

鬼
木

大
輝

「
挑
戦
」

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
人

や
社
会
に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り

ま
す
。

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

尾
形

政
宗

「
健
康
」

成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
行
動
し
、
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

二

十

歳

の

記

念

行

事

駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
１
月
20
日
（
月
）
、
「
目
達
原
駐

屯
地
二
十
歳
の
記
念
行
事
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
二
十
歳
隊
員
は
10
名
（
男
性
８
名
、
女
性
２
名
）

で
、
多
く
の
二
十
歳
隊
員
の
御
家
族
、
来
賓
者
及
び
陪
列
者

と
駐
屯
地
の
隊
員
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行
事
を
挙
行
し
ま

し
た
。

二
十
歳
隊
員
代
表
の
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
本
部
付

隊
鈴
木
３
曹
は
、
行
事
で
の
祝
辞
等
に
対
す
る
答
辞
と
し
て

「
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、
そ
し
て
自
衛
官
と
し
て
大

き
く
精
神
的
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
日
々
思
い
や
り
を
大
切

に
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
二
十
歳
隊
員
達
は
、
「
邁
進
」
「
素
直
」
「
挑

戦
」
な
ど
、
一
人
一
人
が
抱
負
を
威
光
威
厳
あ
る
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。
行
事
終
了
後
は
、
家
族
と
記
念
撮
影
を
実
施

し
、
二
十
歳
隊
員
に
は
思
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

記念撮影

家族との記念撮影

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
１
飛
行
隊

森
永

隼
人

「
謙
虚
」

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
謙
虚
な
姿
勢
で
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。

抱負を発表する鬼木士長（右）と柿山士長（左）

▽
12
月

２
日

九

処

曹
長

木
下

義
博

３
日

九

処

曹
長

森
川

里
美

15
日

九

処

１
尉

加
藤

智
祥

17
日

九

処

１
曹

飯
干

輝
晃

19
日

西
後
支

１
曹

潟
口

清

25
日

西
後
支

曹
長

杉
山

策
介

25
日

戦
ヘ
リ

曹
長

米
盛

弘
明

▽
１
月

13
日

九

処

２
佐

中
島

由
香

14
日

九

処

曹
長

木
村

幸
治

14
日

西
ヘ
リ

曹
長

久
保

和
文

25
日

西
後
支

曹
長

岡
部

秀
康

29
日

西
ヘ
リ

曹
長

紙
屋

健
一

▽
２
月

８
日

西
後
支

１
曹

井
手
上
美
彰

11
日

西
後
支

曹
長

山
下

英
雄

14
日

九

処

曹
長

三
角

明
弘

27
日

九

処

２
尉

岩
下

聡

27
日

九

処

准
尉

七
條

潤

28
日

西
後
支

准
尉

川
﨑

秀
明

▽
３
月

５
日

西
後
支

１
曹

宮
崎

匡
司

29
日

九

処

１
尉

吉
村

淳
一

31
日

九

処

３
尉

緒
方

勝
利

定
年
退
官
者
及
び
予
定
者

新
着
任
部
隊
長
紹
介

１
等
陸
尉

長
野

康
宏

〈
出
身
〉

北
海
道

〈
職
種
〉

航
空
科

〈
座
右
の
銘
〉

天
衣
無
縫

〈
一
言
〉

継
続
的
な
管
制
気
象
支
援
に
よ
り
航
空

安
全
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

（
令
和
６
年
12
月
20
日
付
）

▽
西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
長

１ 日 時
令和７年３月２９日（土）
午前１０時～午後３時

２ 場 所
目達原駐屯地
（佐賀県神埼郡吉野ヶ里町立野７－１）

３ 問い合わせ
目達原駐屯地広報室
☎０９５２－５２－２１６１

お知らせ

答辞を述べる鈴木３曹

※写真は去年のものです。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る

宮
田
士
長

抱
負
を
掲
げ
る
二
十
歳
隊
員
達


